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リ
ハ
ビ
リ
の
窓
よ
り
香
る
金き
ん

木も
く

犀せ
い

 

郡　

香
織
（
下
小
川
）

余
生
な
ど
ど
こ
吹
く
風
や
蝉せ
み

時し

雨ぐ
れ

 

奥
村　

利
夫
（
一
ノ
分
目
）

顔
の
色
妻
に
見
抜
か
る
稲
光

 

嶋
田　

武
夫
（
下
飯
田
）

夏
休
み
夕
焼
け
小
焼
け
で
子
等
帰
る

 

小
松
原　

忠
（
府
馬
）

出
穂
の
田
を
人
影
走
り
た
る
日
の
出

 

関　

い
さ
お
（
三
島
）

月
下
美
人
生
け
し
花
び
ん
を
枕
ま
く
ら

許も
と

 

福
水　

な
か
（
上
小
堀
）

評
・
作
者
は
、
今
、
リ
ハ
ビ
リ
に
専
念
し
て
い
る
。
折
し
も
窓
か
ら
木
犀
の

甘
い
香
り
が
漂
っ
て
く
る
。
い
っ
と
き
の
癒
し
の
時
間
で
あ
る
。
リ
ハ
ビ
リ
と

木
犀
の
取
り
合
わ
せ
が
作
品
の
質
を
高
め
て
い
る
。
早
い
回
復
を
願
い
た
い
。

道
の
端
の
雑あ
ら

草く
さ

中
に
昼
顔
の
小
さ
き
が
一
つ
咲
け
る

を
見
つ
く 

加
藤　

昭
（
田
部
）

学
び
舎
の
跡
尋
ぬ
れ
ば
碑
い
し
ぶ
みに
府
馬
小
学
校
と
刻
ま
れ

て
あ
り 

繪
鳩　

昌
之
（
府
馬
）

逝
き
し
日
に
匂
い
ほ
の
か
に
た
だ
よ
わ
せ
夕
顔
一
輪

凛
と
咲
き
た
り 

太
田　

節
子
（
富
田
）

庭
前さ
き

の
合
歓
の
葉
陰
に
椅
子
並
べ
憩
い
し
夫
の
眼ま
な

裏う
ら

に
顕た

つ 

伊
藤　

こ
と
（
小
見
川
）

跡
取
り
を
戦
地
へ
送
り
た
る
父
母
の
心
の
痛
み
老
い

て
思
へ
る 

関　

い
さ
お
（
三
島
）

緑
な
す
稲
田
の
一
部
黄
味
を
帯
ぶ
早
稲
の
垂
り
穂
の

稔
り
進
む
や 

菅
谷　

文
子
（
神
生
）

評
・
連
日
の
猛
暑
に
加
え
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
頻
発
す
る
異
常
気

象
が
続
い
た
が
、
幸
い
こ
の
地
は
今
の
所
豪
雨
禍
を
免
れ
て
稲
作
も
順
調
の

よ
う
だ
。報
道
に
あ
っ
た
一
時
間
百
ミ
リ
超
の
豪
雨
は
願
い
下
げ
に
し
た
い
。

文
芸
作品募集

香
取
歌
壇
稲
村　

恒
次
選

香
取
俳
壇
増
田　

斗
志
選
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「
伊
能
景か
げ

利と
し

収
集
の

富
士
山
火
山
灰
」

噴
煙
の
記
憶

▲佐原村に降った火山灰

国民健康保険税 （3期）

今月の納期限
9月30日㈪

富
士
山
の
大
噴
火

　

現
在
、
世
界
遺
産
の
登
録
に
沸

く
富
士
山
は
、
火
山
と
し
て
も
知

ら
れ
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
活
発
な

火
山
活
動
は
展
開
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
か
ら
約
3
0
0
年
前
の
宝

永
4
年
（
1
7
0
7
）、
富
士
山

の
火
山
史
上
で
最
大
規
模
の
噴
火

が
起
こ
り
ま
し
た
。
宝
永
の
大
噴

火
と
呼
ば
れ
る
こ
の
噴
火
で
は
、

関
東
一
円
に
大
量
の
火
山
灰
が
降

り
積
も
り
、
江
戸
の
街
で
は
、
昼

間
で
も
明
か
り
を
と
も
さ
な
け
れ

ば
い
け
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。

珍
し
い
伝
世
の
火
山
灰

　

伊
能
忠
敬
の
祖
父
に
あ
た
る
伊

能
景
利
が
収
集
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
中
に
、
こ
の
宝
永
の
大
噴
火

の
際
に
降
っ
た
火
山
灰
な
ど
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
火
山

灰
は
、
発
掘
調
査
な
ど
に
よ
り
地

中
か
ら
出
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

そ
の
当
時
に
降
っ
た
そ
の
も
の
が

現
在
ま
で
伝
え
ら
れ
る
事
例
は
、

非
常
に
珍
し
い
も
の
で
す
。

奇
石
コ
レ
ク
タ
ー
伊
能
景
利

　

景
利
は
奇
石
の
コ
レ
ク
タ
ー
で

も
あ
り
、
各
地
の
珍
し
い
石
を
収

集
し
て
い
ま
す
。
景
利
が
集
め
た

宝
永
大
噴
火
の
噴
出
物
は
、
こ
の

地
域
に
実
際
に
降
っ
た
も
の
を
景

利
が
自
ら
採
集
し
た
り
、
他
地
域

で
降
っ
た
も
の
を
人
か
ら
も
ら
っ

た
り
し
て
、
収
集
さ
れ
ま
し
た
。

景
利
の
宝
永
大
噴
火
関
係
の
収
集

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
火
山
灰
の

他
に
、
火
山
毛
と
呼
ば
れ
る
ガ
ラ

ス
質
の
繊
維
状
の
も
の
（
植
物
性

の
可
能
性
も
あ
る
）
や
噴
石
な
ど

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

伊
能
忠
敬
記
念
館
☎
(54)
1
1
1
8

▲佐原村に降った火山毛
もう

固定資産税 （3期）

介護保険料 （3期）
後期高齢者医療保険料 （3期）

納付は口座振替が便利です

　市では、県が実施している秋の観光キャ
ンペーンにあわせ、佐原工芸の体験教室を
開催します。
　メニューは、千葉県指定伝統的工芸「佐
原張子」、卵の殻で作る「エッグアート」、
切り出す線の妙「切り絵」、粘土で作る「ミ
ニチュアフード」、手作業で編む「佐原ラ
フィア」、自然の素材で作る「竹工芸」の
6コースです。
■期日・内容
佐原張子…10月26日㈯、11月23日㈷
エッグアート…10月5日㈯、11月30日㈯
切り絵…11月16日㈯、12月14日㈯
ミニチュアフード…10月19日㈯、11月2日㈯
佐原ラフィア…11月3日㈷、12月1日㈰
竹工芸…10月20日㈰
■時間　10時40分～12時10分
■場所　佐原町並み交流館2階
■参加費　各コース800円
■定員　各回30人（先着順）
■申込　㈱ぶれきめら ☎(55)9380
商工観光課 ☎(50)1212

佐原
工芸体験教室

～佐原工芸の達人になる～

　

は
が
き
1
枚
に
俳
句
2
句
・
短
歌
2
首
の
ど
ち
ら
か

と
、
本
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入
し
、
〒
2
8
7
‐

8
5
0
1　

広
報
か
と
り
「
俳
句
」
ま
た
は
「
短
歌
」
の

係
ま
で
。
毎
月
15
日
ま
で
の
到
着
分
（
12
月
は
10
日
締
切
）

を
審
査
し
、
翌
月
号
に
掲
載
。
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
選

者
に
よ
り
評
を
踏
ま
え
て
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

表
紙
で
紹
介
し
た
「
社
会
体
験

学
習
」
は
、
30
代
半
ば
の
私
が
中

学
生
の
時
は
実
施
し
て
い
な
か
っ

た
取
り
組
み
で
す
。
選
択
で
き
る

事
業
所
数
も
豊
富
で
、
香
取
中
学

校
で
は
18
事
業
所
か
ら
選
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
生
徒
た
ち
に
は
、

普
段
で
は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
を
、
将
来
仕
事
を
選
択
す
る

際
に
生
か
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

取
材
し
た
の
は
3
つ
の
事
業

所
（
敬
称
略
）
で
、
表
紙
で
紹
介

し
た
「
い
と
う
生
花
店
」
の
ほ

か
、「
ミ
ナ
ト
動
物
病
院
」「
長
島

石
油
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取
材
写
真
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
」
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

（
Ｓ
）
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